











































ルスヴァルデ高等山林学校に 1870（明治 3）年から 1875
（明治 8）年までの約 5 年間留学中であった日本人の松野
（1847～1908）と出会い4（何年にどこで出会ったかは
不明である）, 婚約を交わした。は 1875（明治 8）年に
帰国し, クララも翌 76（明治 9）年 8 月, 結婚のために来
日した。同年 12 月 17 日にめでたく結婚し, 松野クララと
なった。彼女が 23 歳のときである。その翌年には, フリ
ーダ・文（Frida Fumi）を出産している5。 
来日直後クララは, 東京女子師範学校で英語教師とし









ので, 週 2 回朝の集会でクララがピアノを弾くのを, 園児
はとても楽しみにしていたようである9。 










しかし, 娘のフリーダ・文が 1901（明治 34）年に亡く
なり, 続いて 1908（明治 41）年に夫のが亡くなると, フ
リーダ・文の子ども（クララにとっては孫にあたる）2 人






































































































ラーダー＝ブライマン（Henriette Schrader = Breimann）が
このハウス（Pestalozzi-Fröbel-Haus）27の前身の保母学校














































































































以下に, 本研究ノートで使用した文献および論文と, そこで使用された引用・参考文献について表 1, 2 としてまとめた。





表 1. 本稿で使用した書籍とそこでの引用・参考資料─松野クララに関する記載を中心に─ 








『日本近代教育百年史』1974 東京都『東京の幼稚園』p. 37 
③ 上笙一郎・山崎朋子 
『日本の幼稚園』1965 
p. 17 にて, 「倉橋惣三・新庄よしこの『日本幼稚園史』には、お
茶の水幼稚園の当時の保育時間割がのっていますが…」とあり, 
『日本幼稚園史』を参照して, 一日の保育の流れが示されてい




















表 2. 本稿で使用した論文とそこでの引用・参考資料 ─松野クララに関する記載を中心に─ 










―25 周年記念 Jubiläum に寄せて―」1983
松野クララの来日とペスタロッチ・フレーベル・ハウス設立と
の年代を照合するために , Schrader=Breymann“Beiträge zur 







表 1 の①の倉橋惣三・新庄よしこ『日本幼稚園史』1930  
表 1 の⑤の中村理平『洋楽導入者の軌跡─日本近代洋楽史序説
─』1993 
























表 3. 事典・辞典における松野クララの項目 
南澤志げ著「松野クララ」日本ペスタロッチー・フレーベル学会編『ペスタロッチー・フレーベル事典』玉川大学
出版部, 1996, p. 375 
松野クララ（1853～1941） 
日本の幼稚園教育の確立に尽力. ベルリン生まれのドイツ人でクララ・チーテルマン（Klara Ziedermann）［sic］と
いう. 保母学校を卒業. クララと松野（1847［弘化 4］～1918［大正 7］）の出会いは松野がドイツの高等山林学
校に留学中のことである. 松野は山口県に生れ日本林学の祖として活躍した. クララと結婚したのは 1876（明治 9）
8 月である. 同年 11 月創設の東京女子師範学校保母伝習科附属幼稚園の主席保母となり日本人保母の指導にあた
る. 78 年に設置された同校保母練習科で生徒に保育学を伝授. 1876（明治 10）気丈なクララは当時の交通事情の不
便な中, 出産間近の体で 4 泊 5 日間, 群馬県に出向き指導者層を対象に幼稚園設置の必要性を訴え, 恩物の使用法
や実際保育の方法を指導した. フレーベルの教授法を導入し日本の幼稚園教育の確立に与えた影響は高く評価さ




事典』玉川大学出版部, 2006, p. 387 
2 








き , 子ども本位の自然に親しむ保育が心がけられていたという . また , ドイツのゴルダマーの幼稚園書
（Goldammer, H., Der Kindergarten, 1869）などをもとに, 恩物理論も遊具遊びと作業に分けて忠実に伝えられた. 
1877 年には群馬県に出張して幼稚園教育についての講演を行い, 地方における幼稚園設置の機運を高めた. 附属幼
稚園には 1881 年まで勤務し, 86 年からは華族女学校の音楽教師を務めた.  
参考文献の記載なし 
著者不明「松野クララ」教育人名辞典刊行会（代表 稲富栄次郎）『教育人名辞典』理想社, 1962, p. 628 
松野クララ（生歿年不詳） 
わが国最初の国立幼稚園の主任保姆. 農商務省職員松野の夫人となったドイツ夫人で, フレーベルから直接指導


































うせい, 1984, pp. 12-13 
5 






















るときに結婚。明治 9 年、夫の帰国の後来日。東京女子師範で英語を教え始めた。同年～14 年、東京女子師範学
校附属幼稚園の創立と同時に、主任保母として保母の指導にあたった。同 11 年、同校に保姆師範科ができると、
フレーベルの理論を講義した。また、遊戯室のピアノを弾いて園児たちの遊戯を指導したり、群馬県で幼稚園設置
































（1995～  ） 
ベネディクト・ヴィンツェンツ・ 
フォン・ハインツ
（1997～  ） 
フェルディナントゥ・ヴィンツェンツ・ 
フォン・ハインツ 
（2002～  ） 
アレクサンダー・ 
フォン・ハインツ
（1965～  ） 
アストリオ・フォン・ハインツ 
（1965～  ） 
ヴィクトリア・フミ・フォン・ハインツ 
（1985～  ） 
アネッテ・フォン・ハインツ 
（1965～  ） 
ニコラウス・ヴィンツェンツ・
フォン・ハインツ


































ウス氏の協力を得て家系図‘Stammbaum von Clara Matsuno
（geb. Zitelmann）’ 2003 を作成していた石橋哲成氏から























2009 年 8 月 30 日にお茶の水女子大学（元東京女子師範
























1  ツィーテルマンの表記には, “Zitelmann”や“Zietelmann”
“Ziedermann”など文献によって様々な表記がされている。
このことについては, 中村理平が『洋楽導入者の軌跡－日本





2  石橋哲成「コラム 松野クララ」浜田栄夫編著『ペスタロ
ッチ・フレーベルと日本の近代教育』玉川大学出版部, 2009, 
p.107 
3  ここでの「保母」とは, 現代で言うところの「幼稚園教諭」
を示す。 
















日を機に─」『林業技術』No. 748, 2004, p. 35 
6  中村理平『洋楽導入者の軌跡─日本近代洋楽史序説─』刀
水書房, 1993, p. 203 
7  石橋哲成, 前掲書 
8  同上 
9  倉橋惣三・新庄よしこ『日本幼稚園史』東洋書店（初版）
1930,フレーベル館, 新訂版 1956, p. 237 
10 同上書, p. 120 
11 中村理平, 前掲書, p. 220, 222 
石橋哲成, 前掲書 
12 石橋哲成, 前掲書 
13 同上 
14 倉橋惣三・新庄よしこ, 前掲書, p. 344 
15 上笙一郎・山崎朋子『日本の幼稚園』理論社, 1965, p. 16 
16 同上書, p. 17 
17 同上 
18 南雲元女「松野クララの人間的側面」『日本保育学会大会研
究論文集』, 1976, p. 116 






小林富士雄, 前掲書, p. 34 
20 中村理平, 前掲書, pp. 201-233 
21 南雲元女「松野クララの人間的側面－研究ノート（その一）」
『幼児の教育』1976, pp. 32-37 
 南雲元女「松野クララの人間的側面－研究ノート（その二）」
『幼児の教育』1976, pp. 12-17 
22 鷗原晶子「Margarethe Meyer Schurz の研究（2）―M.M. シ
ュルツと松野クララを比較して―」『日本保育学会大会研究
論文修』50 号, 1997, p. 378 
23 倉橋惣三・新庄よしこ「序」前掲書 
24 中村理平, 前掲書, pp. 201-233 
25 曽我芳枝「明治初期の唱歌遊戯教育に関する一考察―松野
クララの役割を中心として―」『東海保健体育科学』17 号, 
1995, p. 20 
26 酒井玲子「日本におけるフレーベル教育の伝統―25 周年記
念 Jubiläumに寄せて―」『北星学園大学文学部北星論集』21
号 1983, p. 112 
27 著者挿入部 





において, 「It was founded in 1874 by Henriette 
Schrader-Breymann, …」や「In 1874 Henriette 
Schrader-Breymann, a great niece of Fröbel, developed the theory 
further, putting Pestalozzi’s and Fröbel’s teachings into practice 
and creating not only kindergartens in Berlin but also a training 
centre for the formation of women teachers, a profession then still 






















教育百年史 第六巻 学校教育 4』教育研究振興会, 1974, p. 
1049 
32 文部省編『幼稚園教育百年史』ひかりのくに, 1979, p. 53 
33 倉橋惣三・新庄よしこ, 前掲書, pp. 338-339 
34 同上 
35 日本人名大辞典, ジャパンナレッジ (オンラインデータベ
ース), 入手先＜http://www.jkn21.com＞2009-05-27 
36 倉橋惣三・新庄よしこ「序」前掲書 
37 倉橋惣三・新庄よしこ, 前掲書, p. 237 









三」村山貞雄監修『幼児保育学辞典』（明治図書出版, 1980, p. 
212），水野浩志「倉橋惣三」岡田正章・森上史朗編『保育
基本用語事典』（第一法規出版, 1980, p. 397），著者不明「倉
橋惣三」幼少年教育研究所『幼稚園事典』（鈴木出版, 1994, p. 
15），宍戸健雄「倉橋惣三」日本ペスタロッチー・フレーベ
ル学会編『増補改訂版ペスタロッチ ・ーフレーベル事典』（玉
川大学出版部, 2006, pp. 88-89）を参照されたい。 
40 松野クララが東京女子師範学校附属幼稚園で勤めていたの
は（保育練習科での期間を含めても）1876（明治 9）年から






（受理日: 2010 年 1 月 30 日） 
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